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審 査 の 要 旨 
１ 批評 
 
本論文は、新しい政策課題である自殺対策を事例とし、これまで研究がなされてこなかった内閣府官僚の役
割を本格的に分析した研究である。詳細な外部資料のみではなく、本人の複数の立場での参与観察、多くの関
係者へのインタビューを基にした研究であり、異色の独自性ある研究となっている。これまで学術的には明ら
かにされてこなかった自殺対策の歴史についても丁寧に記述されており、過程追跡的にも、歴史資料的にも価
値も高い研究である。なによりなぜなぜ新しい政策課題である自殺対策が全国で実施され推進される政策とな
ったのかへの説得力ある、政策過程としての解答を用意している。 
他方で、こうした強みゆえの欠点もないわけではない。本人が、NPO 職員、また内閣府官僚として直接経
験し観察した部分は極めて叙述が具体的である反面、そうでない部分についての叙述的との間に濃度に差があ
る部分がある。また直接経験部分の記録的な叙述にとどまり、分析にいたっていない部分が散見される。 
また内閣府の役割については、他省庁との比較や日本の中央行政の体系の中でより丁寧に分析を行い、その
特徴を浮き彫りにする方が説得的であったと思われる。結論部分について、もう少し分析的に記述する必要が
ある。 
 しかし、こうした点を踏まえてもその研究方法と成果の独自性、および過程追跡的な分析力も、明瞭であり、
十分学位論文の水準に達している。 
 
２ 最終試験 
  平成２６年１月２２日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、本
論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、審査委員全員一致
で合格と判定された。 
 
３ 結論 
  上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（政治学）の学位を受けるに十分な資格を
有するものと認める。 
